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国土交通省砂防部長よりご挨拶 

 
毎年 6 月は「土砂災害防止月間」です。冒頭に、今年度の全国的な取り組みについて

少しご紹介をさせて頂きます。今年も月間の啓発ポスターが作成されています（添付資

料のとおり）。小学生の部では『土砂災害の死者ゼロへ』という警戒避難の大切さが、ま

た中学生の部では『惨事を防げ、砂防ダム』というハード整備の大切さがそれぞれ表現

されていて、まさに土砂災害防止月間にふさわしい内容であり、是非このポスターを御

活用いただければと思います。 

また 6 月 6 日には、広島市内において「土砂災害防止全国の集い in 広島」が開催され

ます。私もこのイベントのパネルディスカッションに参加させていただいて全国的な見

地から、国土交通省としての実施する緊急調査や災害関連工事の実施、また過去の災害

の教訓を踏まえて将来にどのように災害経験を継承し、今後の警戒避難に生かすのか、

といった点を中心にお話をさせて頂く予定です。 

 

また令和 6 年は、元旦から能登半島における大地震からスタートしましたが、降雨に

ついても豪雨の危険性がある時期に入ってきました。5 月末には、鹿児島県や宮崎県で

かなり強い雨が降りましたが、幸いにも大きな被害は発生しませんでした。 

そして今後の気象予測では、6 月は梅雨前線の北上が遅れ本格的な梅雨の到来は例年

より遅れるとの事です。一方で、7 月は、梅雨前線が停滞しやすくなり、西日本や東日本

の太平洋側を中心に長雨が発生するリスクがあるため大雨には警戒が必要との予測がな

されています。 

 

会員各位の地域におかれましても、この土砂災害防止月間の期間中に、防災訓練や土

砂災害の危険個所点検等、さまざまな取り組みが企画されている事かと存じます。これ

らの取組は、行政のみならず地域住民の方々の参加が必要なものが多いため開催の負担

が大きい一方で、その効果も大きいことも過去の事例から明らかなところです。 

国土交通省におきましても、会員各位の皆様方の地域における防災教育や啓発活動を

支援する「ダイナミック砂防プロジェクト」の推進にも着手をしております。これらの

活動を通じまして、本年の土砂災害の防止・軽減が一層図られますことを切にお祈り申

し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。 

 

               令和 6 年 6 月 1 日  国土交通省砂防部長 草野愼一 
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（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 

  
会員の皆様へ 
 

6 月に入り、いよいよ雨のシーズンを迎えつつあります。沖縄・奄美地方は 5 月 21 日ごろ、

梅雨入りが発表されました。両地方とも昨年より 3 日遅く、沖縄では平年より 11 日、奄美では

平年より 9 日遅い梅雨入りとなりました。梅雨入り早々に、沖縄県宮古島市平良の鏡原では、1
時間に 100.0mm（観測史上 1 位の値を更新）と記録的な大雨を観測しています。最近は極端な

豪雨が生じやすくなってきています。本格的な雨のシーズンはこれからですが、土砂災害防止月

間である 6 月に今一度、災害に備える準備をしなければなりません。 
 
さて、去る 5 月 23 日に砂防協会の総会が開催されました。斉藤鉄夫国土交通大臣他多くの来

賓を迎え、約 1,100 名の参加者のもと無事に開催いたしました。ご参加いただいた会員の皆様

に心より感謝申し上げます。 
今年は総会開催前に、特別講演として元気象庁長官の西出則武氏（当協会理事）により｢地震

津波の警報等について―令和6年能登半島地震を事例として―｣と題してご講演をいただきまし

た。予知予測が困難な地震ですが、できる限り人的被害を少なくするため、気象庁が大変な努力

をして地震に関連する情報を発信していることがよく分かりました。会員の皆様にも大変役立

つ内容の講演であったと思います。 
 
今、日本では気候変動の影響で豪雨による土砂災害が増えており、年間平均 1,400 件もの土

砂災害が発生しておりますが、実は地震活動も活発な時期に入っているようです。今年 1 月 1
日に発生した能登半島地震では 455 件（国土交通省調べ、令和 6 年 4 月 30 日時点）もの土砂

災害が発生しております。大きな地震が発生しますと、同時にあちらこちらで地すべりやがけ崩

れなどの土砂災害が発生します。いわゆる同時多発型の激甚な災害が起こり危険ですし、場合に

よっては津波、火災などとの複合災害も発生します。頻度は豪雨よりも少ないですが、地震は対

応が難しい現象であり、細心の注意が必要です。砂防の分野におきましても、豪雨に対する備え

は土砂災害防止法なども制定され、ハード、ソフト両面から進んできておりますが、地震に対す

る備えはまだまだ不十分です。地震に備えるための砂防対策、つまり地震砂防に今後は力を入れ

ていく必要があると思います。 
 
今回も草野砂防部長から挨拶文をいただきました。また、砂防部からは土砂災害防止月間のポ

スター・絵画をはじめ、昨年実施された避難訓練の様子など、土砂災害防止月間にちなんだ貴重

な資料を提供いただきました。是非お目通しくださいますように。 
 

令和 6 年 6 月 10 日 
一般社団法人 全国治水砂防協会 

理事長  大野 宏之 
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立退き避難が困難な時は、
がけから離れた部屋や2階
などに避難しよう。

●地すべりやがけ崩れの土砂、
　土石流で流れてきた土砂が、ダムのように川をせき止める。
●天然ダムの上流側は湖のように水がたまり、
　家や田畑が水につかる。
●天然ダムはやがて、たまった水の力で一気に崩れ、
　下流に土石流が押し寄せる。

河道閉塞（天然ダム）

がけ崩れ、土石流、地地すべりの
危険が大きい場所を示ししています。
これらの場所は特に注意しましましょう。

土砂災害警戒区域の看板
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